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昼光センサー
センサーによって昼光の明るさを検知し適切な
明るさを保つ照明で無駄な電力の削減を行う

太陽光発電
南側屋根に太陽光パネルを
配置し太陽光による発電を行う

建物外周部分はピロティ
空間とすることで安全な
歩行空間を確保する

2階床吹出し空調

屋根は無落雪屋根とし
落雪事故等を防止する

北側に十分な堆雪
スペースを確保する

断面イメージ図LED 電球
照明は高寿命の LED電球をとし交換の頻度を
抑えることでランニングコストを低減

全熱交換器
排気と吸気の熱交換を行うことで
換気に伴う外気負荷を削減

自然採光
適切な庇を計画することによって夏の日差し
を遮り冬の暖かい日差しを取り入れる

自然換気
高窓による効果的な換気と自然換気シミュレーショ
ンにより風向きを考慮した効果的な配置を検討

既存校舎との
十分な離隔

屋根端部形状を工夫し氷柱
や雪庇の発生を抑制する

雨水利用
雨水をトイレ洗浄水
等に利用する検討

普通教室

職員室

WSWS WSWS

WCWC

WCWC
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・個別利用や一斉授業に支障が無い普通教室と多様な学びが可能なワークス
ペースをセットとして学習環境の整備を行うことで、個別最適な学びと協働
的な学びの両立を図り、確かな学力を身につけることができる計画とします。
・可動式のランドセルロッカーで WS の仕切り方を自由に変えることができ、
様々な学習形態を構築することが可能です。
・低学年、中学年、高学年のまとまり毎に学年コモンズを設け、カリキュラム
のブロックに対応しやすくするとともに、異学年との交流を促進します。
・下級生は上級生に憧れ、上級生は下級生をお世話するといった関係が自然と
生まれ、学年が上がるごとに自分の成長を感じる学校を目指します。
・9年間課程の区分について 6-3 の他に 4-3-2 や 5-4 にも対応が可能な教室配置
とし、総合学習型、特別教室型、教科教室型のそれぞれにも柔軟に対応が可
能な使い方に合わせた平面計画を検討します。

９年間の成長や学び方の違いに合わせて変化する教室まわり

学校全体の交流

教室を拡張する
ように使う
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式
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多目的スペース
として広く使う

普通
教室

普通
教室

WSWS
多世代

同世代

異学年交流を促進
するコモンズ

様々な方向性に
富んだ動線

多様な学習が可能な
ワークスペース
機能的な普通教室
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既存校舎

・可変性や変容性を持った校舎とすることで、町の状況や将来の生徒数の増減
など、時代の変化に柔軟に対応することが可能な建築計画を行います。

・生徒数が減少し複式学級を採用した場合、
余った普通教室を多目的教室として転用
が可能なものとします。また、「共育ゾー
ン」のセキュリティラインを変更するこ
とで、転用した多目的室を地域開放用の
部屋としても活用することが可能です。
・その他の教室についても、将来の地域利
用の可能性を踏まえ、開放範囲の変更や
拡大がしやすいレイアウトとします。

・校舎の中心に階段と本棚が一体化した
オープンな図書室「だんだんライブラ
リー」を計画します。
・図書の空間が校舎の中心にあることで、
常に本が目に触れ、気軽に本に親しむこ
とができます。環境が読書を誘い、読書
を通じて自発的な学びや交流が生まれる、
求心性のある場とします。

1 階と 2階をつなぎ、学びの中心となる「だんだんライブラリー」

・モバイル端末を持ち歩きながら、「だんだんラ
イブラリーで調べる」→「コモンズで話し合い、
まとめる」→「スタジオや大階段で発表する」と
いうように学校全体を使って学び、考える力や
伝える力を身に着けられる環境をつくります。
・どこでも学習の場となるよう、高速大容量の
WIFi 環境を整備します。
・個別学習、グループ学習、協同学習に対応でき
る大小様々な居場所を散りばめ、IT を活用して
学校全体を学びの場とします。
・教室内には黒板のほかにプロジェクター投影が
できるホワイトボードや移動ができる掲示板を
設け、IT を活用した授業の幅を広げます。

IT 活用によって学校全体を学びの場とする

時代の変化に対応する可変性のある計画

・彫りの深い窓面で日射を制御し、夏や中間期は地域特有の卓越風を活かし
た自然換気で、穏やかな居心地の良い学習・生活環境を創出します。
・２階床下を空調設備スペースとし、汎用のエアコンと全熱交換器を設置、
児童・生徒の生活エリアとなる２階は床吹き出し空調とすることで、居住
域を効率的に空調し、冬に足元から暖かい快適な温熱環境とします。
・多数の施設での ZEB 化実績を踏まえ、効果的な ZEB 化検討を行います。

高品質な建築を実現するための建物性能と環境への配慮

豊富な経験と実績によるコスト削減計画

内部は木造化・木質化を検討し温かい雰囲気の校舎とする

WSWS WSWS

WCWC
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子どもたちがいきいきと学び、健やかな成長ができる学校を目指します
様々な出会いや経験、他者との関わり合いが、子どもたちが個人から集団、そ
して社会の一員として成長していく上で重要だと考えます。七ヶ宿小学校及び
中学校で展開されている異学年交流や学年を超えた縦割り活動を継承し、さら
に深めることで「ここでしかできない学び」の実現を行います。

校庭に出ていく子、おしゃべりする子、勉強する子、本を読む子、一人でいる子、
風景を眺める子…自分の意志で色々なところに行くことができ、その場所の選
択多様性に富んだ学校を整備します。多様な活動やあり方を内包・許容する環
境を構築することで、子どもたちがいきいきしている学校を目指します。

【生徒の減少に対応した建築計画】

【IT を活用した学校計画、建築計画】

【生徒の生活、活動の場としての学校】
【これからの義務教育学校建築のあり方を考慮した建築計画】

・一斉授業を行う普通教室と多様な学びが可能なワークスペースをセットとし
て学習環境の整備を行うことで、個別最適な学びと協働的な学びの両立を図
り、確かな学力を身につけることができる計画とします。
・可動式のランドセルロッカーによってワークスペースの仕切り方を自由に変
えることができ、様々な学習形態を構築することが可能です。
・低学年、中学年、高学年のまとまり毎に学年コモンズを設け、居場所を作る
とともに、異学年との交流も促進します。
・下級生は上級生に憧れ、上級生は下級生をお世話するといった関係が自然と
生まれ、学年が上がるごとに自分の成長を感じる学校を目指します。
・9年間課程の区分について 6-3 の他に 4-3-2 や 5-4 にも対応が可能な教室配置
とし、総合学習型、特別教室型、教科教室型のそれぞれにも柔軟に対応が可
能な使い方に合わせた平面計画を検討します。

９年間の成長の違いに合わせて変化する学び方に応じた教室まわり
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多目的室多目的室
共育ゾーンを
広げた場合の
イメージ図

共育ゾーンを
広げた場合の
イメージ図
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拡張した共育ゾーン拡張した共育ゾーン

多目的スペース多目的スペース

【普通教室】
4-3-2 や 5-4 など９年間
の区切り方が将来変わっ
てもフレキシブルに対応
できる教室レイアウト。

【学年コモンズ】
低・中・高学年それぞれに
集まれる場所があり、学年
を跨いだ学習で教えあう機
会をつくりやすい環境。

【WS（ワークスペース】
グループ学習や個別学習、
発表会など、多様な学習
活動に対応できる多目的
スペース。

【先生コモンズ】
職員室を昇降口・校庭・正
門が見える場所に配置。児
童・生徒が気軽に相談でき
るオープンなつくりとする。
個別指導や教材づくりなど
多目的に使えるオープンな
ワークスペースを設ける。

【昇降口】
正面、かつグラウンドにすぐ
出られる利便性の高い配置。
昇降口に入ると本棚と一体に
なった大階段の吹き抜けが見
え、２階の雰囲気を感じなが
ら上がっていく。

【学童クラブ】
昇降口から出てすぐアクセス
でき、送迎スペースも近い、
安全安心な計画。

【ドライエリア】
外壁を土に直接つけ
ず、メンテナンス通
路を介することで湿
気の悪影響を受けな
い納まりとする。

【軒下空間】
１階よりも２階が張り出した
つくりとすることで、冬季に
も活用できる空間を確保。

【デン】
落ち着いた小さなコーナー
子どもたちのこもる場所や
少人数学習の場となる。

【低学年・特別支援】
階段から上がってすぐ近くの
落ち着いた場所に配置。
職員室からアクセスしやすい。

WS（ﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ）

先生コモンズ

2F

1F

【共同給食場】
調理の様子が見える「食育」の場。校舎と一
体的に整備することで、普通教室への動線を
短縮する他、災害時に炊き出し対応が行える。

【キッチン・アトリエ】
料理教室や工作教室など
地域開放がしやすいよ
う、配置や大きさを検討。

【アリーナ】
校舎と一体的に整備することで、児童生徒が休み時間に
すぐ使うことができ、冬季も運動スペースが確保できる。
北側駐車場に近く、地域開放や災害時の活用がしやすい。

共育ゾーン共育ゾーン

様式４：技術提案書　テーマ２：教育方針をふまえた建築計画の提案

・1 階の壁ラインは入隅部分が無い計画とし、吹き
溜まりができないように配慮します。（基本計画
において吹雪ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる検討を行います。）

・必要諸室や各室の規模は将来含めた児童生
徒の人数を見据え、ヒアリングや協議を行
いながら適正化します。「モッタイナイ」
をなくしつつ、必要なスペースは確実に計
画を行うことで豊かな学校を実現します。
・適正化により全体面積の圧縮を行い、イニ
シャルコストとランニングコストや維持管
理費用の低減を図ります。

・「だんだんライブラリー」や「なないろホール」
の屋根は木造・木質化することを検討し、子ども
たちが日常生活を送る場として、柔らかく温かい
雰囲気の空間となるようにします。
・公共施設での豊富な木材利用実績を活かし、コス
トコントロールを行いながら検討を行います。

吹雪ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ事例

規模を適正化した教室の事例

木造屋根事例

普通教室普通教室

コモンズコモンズ

コモンズコモンズ

特別教室特別教室
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ライブラリー
だんだん
ライブラリー
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ワーク
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ワーク
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ワーク
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ワーク
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ワーク
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ワークショップ②

ワークショップとは ...
専門家と参加者が協力し、共に設計・
計画を考えていく方法のことで、
レクチャー形式やグループワーク形式
など多様な内容で実施されます。

１．オリエンテーション
　・自己紹介などを通して一緒に考える方々と交流をする

２．計画案の説明
　・選定された計画案の実施方針書、技術提案書の説明

３．グループワーク「良い学校の空間を考えてみよう」
　・計画案をたたき台として、グループで学校の空間を考え、発表をする

４．質疑回答
　・計画案の説明、グループワークの感想や質問への回答

１．オリエンテーション
　・自己紹介などを通して一緒に考える方々と交流をする

２．計画案の説明
　・選定された計画案の実施方針書、技術提案書の説明

３．グループワーク「良い学校の空間を考えてみよう」
　・計画案をたたき台として、グループで学校の空間を考え、発表をする

４．質疑回答
　・計画案の説明、グループワークの感想や質問への回答

『　どんな学校になると良いかイメージしてみよう！　』

七ヶ宿町の新しい学校をみんなで考えます

お問い合わせ：
七ヶ宿町教育委員会 / 〒989-0592 宮城県刈田郡七ヶ宿町字関 126
TEL:：(0224)37-2112　FAX：(0224)37-2203

日　　時　/  2025 年9月7日 ( 日 )　
　　　　　   13:30 ～ 15:30（13:00 ～受付）

場　　所　/  七ヶ宿町高齢者センター
参 加 費   /  無料
対　　象　/  七ヶ宿町にお住いの方々、
　　　　　　近隣地域にお住いの方々

持 ち 物   /  ノート、筆記用具
主　　催　/  七ヶ宿町教育委員会、
　　　　　　株式会社 関・空間設計

参加方法　/  事前申込 (当日参加も可 ) 

七ヶ宿町の未来を担う子どもたちのための学校はどうなると良いでしょうか。子どもたちから、
地域の皆さままで、七ヶ宿町全員で使う学校をみんなで考えます。グループワーク形式で意見を
出し合うワークショップを通して、皆さまのご意見をお待ちしております。

七ヶ宿町義務教育学校
内部空間イメージ

基本計画 (4 ヵ月 ) 基本設計 (5 ヵ月 )
ワークショップ 2 回 ワークショップ 2 回

『それぞれテーマの異なるワークショップを、全４回開催予定』

株式会社  関・空間設計

①7/30 ②今回 ③10 月頃 ④12 月頃

　グループワークでは、5名程度のグループとなり、真ん中
に計画案の平面図を置き、その上から意見や質問を付箋で貼
っていただきます。最後には各グループの代表の方に意見を
まとめ発表していただき、各グループの意見を互いに共有す
る場を考えています。子供たちから大人まで幅広い年代の方
々のご参加をお待ちしております。
※当日のプログラム・実施方法は変更する場合があります。

〇グループワーク形式のイメージ

↓こちらのQRコード
からお申込みください


